
何を、何のために、どうやって学んでほしい？
教科を越えて共有できる「学び」を探る

し
て
い
る
学
び
に
も
、授
業
の
工
夫
に
も
、教

科
を
越
え
て
通
じ
合
う
も
の
が
見
て
と
れ
る
。

　

会
に
先
立
っ
て
全
体
の
計
画
と
進
行
を
担
っ

て
く
だ
さ
っ
た
稔
ヶ
丘
高
校
の
山
崎
先
生
が
、

前
提
と
し
て
シ
ェ
ア
し
た
い
思
い
を
語
っ
た
。

「
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
各
自
が
教
科
固
有
の
目
的
・

役
割
を
担
い
、固
有
の
特
性
・
条
件
の
な
か
で

独
自
の
実
践
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
面
々
で

『
目
指
し
て
い
る
学
び
は
何
か
』を
問
い
直
し
た

ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
が
深
い
と
こ
ろ
で
つ
な

が
り
、『
共
有
で
き
る
学
び
』が
見
え
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、明
日
か
ら
の
現

場
の
風
景
が
違
っ
て
見
え
、新
た
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
湧
い
て
く
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　

続
い
て
、各
先
生
の
授
業
観
を
交
え
た
自
己

紹
介
や
、各
自
が
授
業
を
通
し
て
生
徒
に
得
て

も
ら
い
た
い
こ
と
を
付
箋
を
使
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン

グ
す
る
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
共
有
で
き
た
の
は
、

例
え
ば
、ど
の
先
生
も
「
生
徒
が
主
体
的
に
学

び
、主
体
的
に
社
会
に
参
画
し
て
い
く
」こ
と

を
目
指
し
て
授
業
を
し
て
い
た
こ
と
だ
。

　
「
多
様
な
生
徒
が
お
互
い
を
認
め
合
え
る
よ

う
な
関
係
づ
く
り
」も
重
視
。「
ど
の
生
徒
に

も
居
場
所
が
あ
る
空
間
だ
と
学
び
合
い
が
深

ま
る
」（
浅
野
美

）か
ら
で
、「
今
後
は
多
様
な
人

と
共
生
す
る
力
が
問
わ
れ
る
」（
高
橋
英

）か
ら

で
も
あ
る
。「
数
学
が
得
意
な
子
と
苦
手
な
子

を
ペ
ア
に
し
、得
意
な
子
も
解
け
な
い
問
題
を

出
す
と
、一
緒
に
悩
む
形
で
苦
手
な
子
も
授
業

に
参
加
し
や
す
い
」（
三
原
数

）な
ど
、活
動
の

工
夫
も
共
有
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
情
報
共
有

を
し
た
う
え
で
、座
談
会
で
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
意
識
を
掘
り
下
げ
て
い
っ
た
。

今回は特別編。国語、数学、理科、社会、英語、情報、美術の教科を担当する７人の先生が集まり、
授業で目指していることや工夫していることをシェアしました。そこから見えてきた、共有できる「学び」とは？

取材・文／松井大助　撮影／村田わかな

目
指
し
て
い
る
学
び
を
問
い
直
し
、

各
教
科
の
授
業
の
つ
な
が
り
を
探
る

　
「
教
科
の
学
び
」と
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」は
別

物
で
は
な
く
、本
来
、生
徒
は
教
科
の
授
業
で
、

社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
、キ

ャ
リ
ア
発
達
に
不
可
欠
な
こ
と
を
多
く
学
ん
で

い
る
。
こ
の
連
載
で
は
そ
の
視
点
に
立
ち
、社

会
と
の
つ
な
が
り
を
明
確
に
意
識
し
た
授
業

を
実
践
し
て
い
る
先
生
方
を
取
材
し
て
き
た
。

　

そ
の
な
か
で
見
え
て
き
た
こ
と
は
、先
生
方

の
実
践
に
は
、教
科
の
枠
を
越
え
て
、ど
の
先

生
に
も
参
考
に
な
り
そ
う
な
エ
ッ
セ
ン
ス
が
つ
ま

っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。そ
の
要
素
を
各
教
科
の

先
生
方
が
み
ん
な
で
出
し
合
え
ば
、授
業
で
目

指
す
べ
き
こ
と
や
、そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
の

一
端
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に

よ
っ
て
授
業
の
創
意
工
夫
の
幅
が
広
が
り
、教

科
を
越
え
て
先
生
方
が
力
を
合
わ
せ
る
際
の

ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
。
そ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
企

画
し
た
の
が
今
回
の
特
別
編
と
な
る
。各
教
科

で
創
造
的
な
授
業
を
さ
れ
て
い
る
先
生
方
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、「
教
科
を
越
え
て
共
有
で

き
る
学
び
」を
探
っ
た
。

　

ま
ず
、各
先
生
に
は
下
準
備
と
し
て「
生
徒

に
何
を
、何
の
た
め
に
学
ん
で
ほ
し
い
か
」「
そ

の
た
め
の
授
業
の
工
夫
」を
シ
ー
ト
に
ま
と
め

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
際
に
授
業
の
工
夫
は
二
つ

に
分
類
し
た
。一つ
は
、教
科
書
な
ど
の
学
習
コ

ン
テ
ン
ツ（
学
習
内
容
）の
活
用
。も
う
一つ
は
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
学
習
プ
ロ
セ
ス（
学
習
活

動
）の
工
夫
だ
。
各
先
生
の
主
な
記
述
を
抜
粋

し
た
の
が
44
〜
45
ペ
ー
ジ
の
表
と
な
る
。
目
指

クリエイティブティーチャーに学ぶ！
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■ 参加した先生方

の教科にも還元できるのが情報の教科だと考えています。学ん
でほしいのは、一つはICTリテラシー（※②）。「情報とコミュニケー

ションの技術」を駆使し、「何らかの表現されたものを、適切に理解・解
釈し、分析し、また記述・表現する能力」のことで、今の時代を生きるの
に不可欠な力だと思うのです。二つめは問題／課
題解決能力。情報では「問題解決学習」が単元の
一つでもあるんです。授業はプロジェクト型学習が
基本。その中でマインドマップやKJ法などの思考ツ
ールを使い、情報を整理したり関連づけたりするとい
う「考えるプロセス」の可視化も行っています。生徒
はその手法を、他の教科学習にも生かしています。

番やりたいのは「学ぶとはどういうことか」を生徒が考えることで
す。私は、学びとは自分とまわりとの相互作用で生じるもので、受

け身でなく「主体的」であってこそ深まると考えています。学ぶことは、個
人的営為にとどまらず「社会的営為」「社会参加」につながるとも。また、
多重知能理論にあるとおり、言語の学びが得意、
体を使った学びが得意など、人の学びは多様です
（※Keyword①）。こうしたことを生徒が考えていけ
るよう、授業では、生徒同士がかかわる協働学習を
重視し、演劇なども取り入れています。Discussion
やDialogueを通して、生徒が「学ぶことはなぜ重要
か」を考える授業も目指しています。

社会で役立つ力というと、社会への「適応」を考えがちですが、
身のまわりのことを「本当にそうかな？」と批判的に見るような、

社会に「抵抗」する力がより重要だと考えています。社会科を学ぶ目的
は、不当な社会の状況や時の権力者の暴走に「抵抗」し、市民のため
の社会を実現することにあると思うのです。常識を
鵜呑みにせず疑えるよう、授業では生徒の抱きがち
な常識をひっくり返すことを大切にしています。社会
を批判的に見るには「資本主義と共産主義」「国家
の成立」など、普段の生活を送るだけでは身につか
ない概念の理解も必要で、そこにこそ社会科を学
ぶ意義がある、とも感じています。

懐疑的なものの見方や
本質を探る力を得てほしい

かが示したことに対して「その方針、どうだろう？」と考える姿勢を
もってほしいです。根拠の追求もなく信用すると危機に陥りやす

い時代であり、数学でいえば、その懐疑的なものの見方が新しい定理
の発見につながるからです。授業では、生徒全員が答えを知らない問題
を「こうも考えられない？」とみんなで探究することを
大事にしています。情報化社会では上辺の情報で
判断すると誤りやすいので、本質を探る力も高めた
いです。僕の板書は非常に整理されていないので
すが（笑）、生徒はそこから本質を探って自力でノート
を作ります。そしてもう一つ、数学と美のつながりも
生徒にぜひ感じてほしいです。

誰 科

一

ア

実

他

や

科学とは何かを学び、
科学的な見方や考え方の習得も

学技術なしに私たちの生活は成り立たなくなっています。ところ
で、科学とは実証性、再現性、客観性の３要素により成り立つ

ものです。根拠に基づき観察や実験で実証できる。誰が行ってもくり返
し再現できる。誰からも客観的に認められる。これら３要素を踏まえた上
でグループの話し合いや実験、自己評価や相互評
価等を通じて自己を見つめ、科学的な見方や考え
方を育てることを大切にしています。その基盤には
基礎的な知識も必要なのでその習得も。多くの生
徒がこうした見方や考え方を身につけ、実社会にお
ける問題解決へと応用してほしいと願っています。

学ぶとはどういうことか？　
まずはそこを考えてほしい

高橋一也先生
聖学院中学高校
（東京・私立）

社会に抵抗する力と
そのための社会科の教養を

吉田英文先生
稔ヶ丘高校
（東京・都立）

声をあげることから始め、
マイテーマを見つけてほしい

ートが個々の内にどう生まれるかを考えると、まずは声をあげるこ
とだと思うんです。モヤモヤした状態で、もっと声をあげていい。

そのことを学んでほしい。なぜなら、声をあげると、自分は何を感じている
のか、どうしたいのか、モヤモヤの中にあった個人または社会の課題が、
輪郭を現すからです。授業では生徒と対話して「どう
思う？」「なぜそう思う？」と問うことを大事にしていま
す。そのように生徒が自分の内面をとらえることから
始め、最終的には美術を通して「自分のやりたいこ
と」「自分にできること」「社会的に意味あるもの」の
３つが重なるマイテーマを見つけてほしいと思ってい
ます。

浅野吉英先生
西宮今津高校
（兵庫・県立）

いろいろな学びに還元できる
リテラシーや問題解決能力を

須藤祥代先生
葛飾総合高校
（東京・都立）

やればできるという自信が
ことばを使いこなす力を伸ばす

ればできる、という自信を、生徒につかんでほしいです。そのために
は、できないと思っていたことが「できた」という体験が大事。授業

では、そうした「やったらできた」を体験できるような学習プロセスを、認知
的・心理的しくみを考えて、私なりに工夫しています。私が考える国語科
の目標は、「ことばを使いこなす」こと。それが、学び、考え、コミュニケーシ
ョンし、よりよく生きるための基礎となるからです。ではどのような学習が効
果的か。国語は得意・不得意が固定化しがちです。国語が得意な生徒
や先生自身はうまくできるのかもしれないけれど、「どう読んだらいいの

か」、誰も教えてくれません。そこで、読むときの認知の働きを考え、それを
うまく働かせられる学習方法を工夫します。例えば私が創案した「カットイ
メージ読解法」では、小説を読むとき心に浮かぶ場面イメージを、マンガの
コマのように細かく意識して、その切れ目で本文を区切るという作業をしま
す。すると生徒たちは、自分の頭の中を探りながら、き
ちんと読んでいく。「読んだらわかった」「こう読めばい
いのか」という体験ができるのです。また、協同学習を
重視するのは、仲間とのチームワークの中で「できた」
という体験が自他肯定感を高め、同時にコミュニケー
ション力の向上につながるからです。それが、社会の
中で人と関わり自分を生かしていく基盤となります。

山崎茂雄先生
稔ヶ丘高校
（東京・都立）

数学 理科

社会

美術情報

国語

英語

三原直也先生
関東第一高校
（東京・私立）

石川真理代先生
戸山高校

（東京・都立）
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「
学
び
」と「
実
社
会
」を
つ
な
げ
て

好
奇
心
に
火
を
つ
け
ら
れ
な
い
か

山
崎
国　

こ
こ
ま
で
の
ワ
ー
ク
を
経
て
、気
づ

い
た
こ
と
や
、さ
ら
に
深
め
た
い
こ
と
、こ
こ
も

共
有
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

浅
野
美　

学
び
の
ベ
ー
ス
と
な
る
の
は
、本
人

の
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
好
奇
心
、探
究
心
な
の
だ

ろ
う
な
、と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
美
術
教
育

で
も
、生
徒
に「
見
た
い
」「
知
り
た
い
」「
わ
か
り

た
い
」と
い
う
モ
ヤ
モ
ヤ
が
あ
っ
て
こ
そ
、そ
れ

を
表
現
し
よ
う
と
す
る
な
か
で
ア
ー
ト
が
生
ま

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、今
の
学
校
で
は
、生
徒
が

「
知
」に
対
し
て
飢
え
て
い
な
い
。
生
徒
の「
知

り
た
い
」に
ど
う
火
を
つ
け
る
か
、そ
こ
で
我
々

は
苦
し
ん
で
い
る
と
思
う
の
で
す
。
私
自
身
は
、

千
冊
の
な
か
か
ら
好
き
な
本
を
選
ん
だ
り
、地

域
に
展
示
す
る
ア
ー
ト
を
地
域
の
人
と
協
働

で
制
作
し
た
り
と
、「
選
ぶ
」「
人
に
会
う
」「
現

場
に
行
く
」機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、生
徒
一

人
ひ
と
り
が
好
奇
心
を
も
て
る
も
の
に
遭
遇

で
き
れ
ば
、と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、ほ
か
に

何
か
よ
い
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
英　

教
科
の
学
び
を
実
社
会
と
つ
な
げ

る
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぼ
く
が
ア
メ
リ

カ
の
大
学
院
で
学
ん
だ
時
に
一
番
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
の
は
、ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
は
、実
社
会

と
つ
な
げ
た
応
用
の
授
業
を
た
く
さ
ん
し
て
い

た
こ
と
で
す
。日
本
も
そ
う
し
な
い
と
、生
徒
が

ICTはInformation & Communication Technologyの略。リテラシーはもともと「読み書
き能力」のことで、現在は「何らかの表現されたものを、適切に理解・解釈し、分析し、また記
述・表現する能力」という意味をもつ。総務省の情報通信白書が、ICTリテラシーとしてあげ
ているのは、ネット上の違法・有害コンテンツへの対処、ネットでの適切なコミュニケーショ
ン、メディアを読み解く力など。上の表では「懐疑的なものの見方」から「考えを開示し、批判
しあう力」までがICTリテラシーにかかわる領域と言える。

ICTリテラシー
人間の学び方、学習スタイルには個人差があることが、さまざまな研究で明らかになってき
ている。その研究の代表例の一つが、43ページで高橋先生がふれた「多重知能理論」。
米ハーバード大学のハワード・ガードナー教授が、人間の知能には、言語的知能、論理数
学的知能、身体運動的知能など８つ以上の知能があり、どの知能が強いかは人によって
異なると提唱した。学習スタイルに関連する研究については、英国の学習スキル研究セン
ター（LSRC）も、提唱されたさまざまな理論・モデルの検討を行っている。

学習スタイル

教
科
の
枠
を
越
え
て

共
有
で
き
る
こ
と
は

目指している学び 授業の工夫

何を学んでほしい？
なぜそれを学んでほしい？

そのために教科書ほか
コンテンツをどう使う？

そのために学習活動、
プロセスをどう工夫する？

情報  ICTリテラシー
表現に対する理解･解釈･分析、記述･表現の力はベースとして必要

情報  問題／課題解決能力
社会で自律的かつ主体的に生きていくために必要だから

情報  社会に主体的に参画する態度
変容し続ける社会で主体的に生きていくためのベースになるから

生徒にとって答えの見えない問題。ペントミノ（正
方形５個を並べた図形）の種類を探る等

探求的活動。ペントミノがいくつあるか考え、導い
た結論を「まだない？」とさらに疑う等

国語  ことばを使いこなす力
学ぶ・考える・表現する・コミュニケーションする基礎の力だから

グループワークで、生徒同士で自分たちの考えに
実証性・再現性・客観性があるか話し合う

社会  考えを開示し、批判しあう力
社会構造の変化でコミュニケーションを求められる職や場が増えた

社会  不当な社会に抵抗する力
社会問題には「適応」せず「抵抗」し、よりよい社会を築いてほしい

社会  文章を読む力・書く力
文系学問の基礎は、文章（ドキュメント）を読むことだから

「メディアの特徴」「情報モラル」「情報の表現と
伝達」等、すべての教科書の単元が役立つ

情報の理解・分析を、ソーシャルリーディングや
思考ツールなどでプロセスを可視化して実践

美術  当事者意識をもつこと
課題に自分が向き合う臨場感なしに解決へのアクションは起きない

生徒が読み書きを、論理的文章の型（論文なら
問い・答え・根拠等）を学んだうえで行う

英語  言語能力やアウトプットの力
言語や身体表現など得意なコミュニケーションを得てほしいから

生徒が文章の読解や表現を、カットイメージ読解
法や、型で書く小論文を学んだうえで行う

理科  科学的な見方
科学的な見方を身につければ根拠に基づき自分で判断・行動できる

授業でDiscussion（議論）とDialogue（対話）
ほか、スキット（寸劇）や演劇の発表も行う

数学  本質を探る力
情報があふれる時代、上辺で判断せず自分で本質を探ることが大事

数学  懐疑的なものの見方
根拠の追求もせず物事を信用すると危機に陥りかねない時代だから

ディベートに向くテーマ（縄文と弥生、どちらが優
れているか等）

ディベートを行ったり、生徒が15分程度の授業
内容をつくり発表したりする

情報が整理されていない板書から生徒がノートを
作成、模範解答から自分の考えを見直す等

特に「問題解決学習」の単元 プロジェクト型学習。プロセスの可視化、個々が
役割を担いつつチームで活動するのを重視

常識を覆されるテーマ（憲法と法律の違い）、丸
山真男「『である』ことと『する』こと」

教授や生徒の探究、討論等で、生徒が常識を疑
うことや、権利を主張することを体験する

グリーンズ編『ソーシャルデザイン』 プロジェクト型学習。地域で、「他者に向けた意
味あるアート活動」を生徒が考えて実践

プロジェクト型学習。擬似会社など社会の縮図
的なチームで活動、外部からも意見をもらう

能
力
や
行
動
特
性
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い

※抜粋版に盛り込めなかった記述を含めた詳細版あり

①②

指導者が実証性・再現性・客観性に関する評価
項目を設定（生徒が自己評価・相互評価に活
用）

教科書や文献・論文の抜粋、当時の資料、新聞
記事など多種多様な文字資料を読む

442015 FEB. Vol.406



生徒に「何を、何のために」「どうやって」学んでほしい？（抜粋版）

「
○
○
の
た
め
に
こ
れ
を
学
び
た
い
」と
い
う
主

体
性
を
も
ち
に
く
い
と
思
う
の
で
す
。
浅
野
先

生
や
須
藤
先
生
が
さ
れ
て
い
る
、地
域
や
企
業

の
人
と
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
学
習（
※

③
）は
ま
さ
に
実
社
会
と
つ
な
げ
た
授
業
で
す

ね
。
座
学
中
心
に
な
り
や
す
い
教
科
で
も
、例

え
ば
英
語
な
ら
、「
英
語
を
使
っ
て
社
会
問
題

を
ど
う
解
決
で
き
る
か
」を
授
業
で
考
え
て
み

た
り
。そ
う
し
た
取
り
組
み
を
し
な
け
れ
ば
、グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型

の
授
業（
※
④
）を
し
て
も
、生
徒
が
本
当
に
能

動
的
に
学
ぶ
よ
う
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
の
教
科
の
魅
力
や
有
用
性
を

自
分
の
担
当
教
科
で
示
せ
な
い
か

三
原
数　

そ
の
点
で
い
う
と
、数
学
は
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
す
る
の
が
難
し
い
、と
感
じ

て
い
ま
す
。
高
校
数
学
は
万
人
に
役
立
つ
と
は

言
え
な
い
の
で
。
で
す
の
で
、数
学
と
「
美
」や

「
芸
術
」と
の
つ
な
が
り
も
示
す
こ
と
で
、よ
り

多
く
の
生
徒
に
学
ぶ
意
義
を
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
、と
思
う
の
で
す
が
。
授
業
で
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
し
て
も
、や
ら
せ
て
い
る
う
ち
は
生
徒

主
体
の
活
動
で
は
な
い
な
、と
思
っ
た
り
。

須
藤
情　

う
ち
の
学
校
に
も
数
学
が
苦
手
な

生
徒
は
い
ま
す
が
、情
報
の
授
業
で
「
二
進
数

や
指
数
計
算
は
、０
と
１
の
世
界
か
ら
な
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
使
っ
て
い
る
じ
ゃ
ん
」な
ど
と
話

す
と
、大
好
き
な
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
っ
て
い
る
ん

だ
と
興
味
を
も
つ
生
徒
が
い
ま
す
。
学
習
す
べ

て
を
生
徒
の「
知
り
た
い
」か
ら
始
め
な
く
て
も

い
い
と
思
う
の
で
す
が
、自
分
の
授
業
の
な
か

日本語訳は能動的な学習。中央教育審議会の『新たな未来を築くための大学教育の質
的転換に向けて』の答申（2012年）では、アクティブラーニングを「教員による一方向的な
講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法
の総称」とし、問題解決型学習やグループワークなどを例にあげている。2014年11月に
は、文部科学相が中教審に次期学習指導要領の改訂を諮問、要望の一つとして、「主体
的・協働的に学ぶ」アクティブラーニングの充実の検討を求めることも示された。

アクティブラーニング
プロジェクト・ベースド・ラーニング（PBL）、課題解決型学習などとも呼ばれる。授業のなか
で、生徒自身が課題を見つけ（または提示された課題と向き合い）、チームで話し合いや調
査・分析をして、その課題の解決策を考え、発表や具体的な行動につなげる。実社会で生
かしていける「問題解決の力」を、生徒が高めていくことを期待でき、また、生徒は知識や技
能をただ習得するのではなく、覚えながら「活用」していくので、学んだことが記憶に残りやす
く、物事を学ぶ意義も実感しやすくなると言われている。

プロジェクト型学習／問題解決型学習

目指している学び 授業の工夫

何を学んでほしい？
なぜそれを学んでほしい？

そのために教科書ほか
コンテンツをどう使う？

そのために学習活動、
プロセスをどう工夫する？

協働学習でのアウトプット、言語ほか絵や音楽や
体などさまざまなチャンネルを使った学び

国語  やればできるという自信
自分の存在を肯定できてこそ、やりたいことや社会参加に踏み出せる

国語  共同で何かを達成する喜び
「自他肯定感」をもつ体験が、社会の中で生きていく基盤となる

例）中3英語L8“English for me”を拡張、霊長
類と人間の言葉の違いについて生徒が調べる

生徒同士または教師と生徒のDiscussion（議
論）やDialogue（対話）を授業で重視

社会  現代社会の理解に必要な概念
日常生活では身につかない概念の理解も、市民社会の実現には必要

「実証性」「再現性」「客観性」を満たしているの
が科学であることを文章で提示

問題解決型学習とふり返りで、実証性・再現性・
客観性とはどういうことか理解を深める

美術  マイテーマを見つけること
大切に思えるテーマは社会にかかわる（進路含む）手がかりになる

美術  声をあげていいこと
モヤモヤでも声をあげてこそ、個人や社会の課題は輪郭を現すから

教科書、資料集全般 ドリルやワークによるくり返しの反復練習、読書
活動、資料の読み込み

英語  学ぶとはどういうことか
学びは主体的に行うもので、社会参加にもつながると感じてほしい

英語  ことばとは何か
ことばがなぜ重要か考えてほしい（人間は記号で物事を認識・理解）

英語  自分の価値観を知ること
自分の価値観なしに議論できない＋自分の価値を信じてほしいから

現代社会との関連をもたせた学習内容に。産業
革命にコンビニアルバイトの事例を絡める等

図を活用して理解。テストで反復（一見、無意味
な単語の暗記が学習への自信や意欲に）

理科  科学とは何か
科学とは何かを知ったうえで学習すると、科学への理解が一層深まる

理科  科学の基礎的知識・理解
小中高の理科の基礎的知識・理解がないと科学的な見方をしづらい

理科  科学と他分野のつながり
科学的な見方や考え方を社会の問題解決に応用してほしいから

創作活動（めん棒を使った多面体作り等）から「う
まく作るには？」などの知りたい概念を生む

数学  知識欲が満たされる喜び
知識を欲しがり、得るのを楽しんでこそ物事を深く理解できるから

小説や論文の選定基準→生徒の学力に即し
て、狙うプロセス（読めた！等）を体験できるか

認知のしくみ等を踏まえて読解や要約のステップ
を整備、苦手な生徒も活動できるように

抽象表現主義の作品やアールブリュットの作
品、現代アート、岡本太郎『壁を破る言葉』

授業において、対話による鑑賞、ブレインストーミ
ング、発表（プレゼン）等を重視

グループワーク（構成的グループエンカウンター、
プロジェクトアドベンチャー等）

例）中3英語L6“Martin Luther King Jr”で、世
界の人種差別を調べ、生徒が解決策も考える

授業で学んだことに対してどんな立場・責任を取
るか生徒に問い、その価値観を尊重する

「選ぶ」（1000のキーワードから気になる言葉を
3つ選ぶ等）「人に出会う」「現場に行く」

課題研究授業で、その研究の社会への影響、伝
わる発表（日本語・英語）も生徒が考える

知
識
・
概
念
を
理
解
し
て
ほ
し
い

こ
の
感
動
を
知
っ
て
ほ
し
い

探
究
し
て
ほ
し
い

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（Vol.406）

③④

専門家等と協力し、生徒の探究心を向上させる
題材を提供。
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数
学
も
ま
た
、複
素
数
の
よ
う
に
、本
来
目
に

見
え
な
い
も
の
を
数
字
と
記
号
で
「
見
え
る

化
」す
る
力
を
も
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
美
術

の
授
業
で「
見
え
な
い
も
の
を
見
え
る
化
す
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」を
問
う
時
に
、数
学

の
例
を
出
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

石
川
理　

戸
山
高
校
に
は
、理
数
課
題
研
究

と
い
っ
て
、生
徒
が
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
て
２
年

間
活
動
し
、そ
の
成
果
を
発
表
す
る
授
業
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
授
業
で
、風
車
を
つ
く
っ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
研
究
に
取

り
組
む
生
徒
た
ち
が
い
る
の
で
す
が
、そ
こ
を

追
い
か
け
る
と
、「
風
車
の
羽
の
デ
ザ
イ
ン
は
ど

う
す
る
か
」と
い
う
数
学
や
美
術
が
か
か
わ
る

話
、「
風
車
の
低
周
波
に
よ
る
公
害
問
題
を
ど

う
す
る
か
」と
い
う
社
会
科
が
絡
む
話
、「
研
究

内
容
を
国
内
や
海
外
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
に
は
ど
う
発
表
す
れ
ば
い
い
か
」と
い
う
国
語

や
英
語
の
力
が
問
わ
れ
る
話
な
ど
に
、広
が
っ

て
い
く
ん
で
す
よ
。
そ
の
よ
う
に
、「
課
題
を
追

究
し
て
い
く
う
ち
に
、新
た
な
問
題
に
あ
た
り
、

そ
れ
を
ど
う
解
決
す
る
か
を
生
徒
が
自
ら
考

え
る
授
業
」を
増
や
せ
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

自
己
評
価
や
相
互
評
価
、

外
部
の
評
価
で
学
び
を
深
め
る

吉
田
社　

ぼ
く
は
、授
業
の
工
夫
だ
け
で
な
く
、

評
価
の
工
夫
も
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。
学
習

の
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
を
き
ち
ん

と
考
え
れ
ば
、そ
の
方
針
を
示
す
こ
と
が
で
き
、

生
徒
も
そ
れ
を
踏
ま
え
て
意
味
あ
る
学
習
を

し
や
す
く
な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。た
だ
、課
題

ン
は
高
ま
り
ま
す
よ
ね
。

石
川
理　

評
価
は
私
も
研
究
し
て
き
た
テ
ー
マ

で
、今
は
、生
徒
が
自
己
評
価
と
相
互
評
価
に

よ
っ
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
授
業
の
最
初
に「
科
学
に
は
実
証
性
・
再

現
性
・
客
観
性
が
必
要
で
そ
れ
は
こ
う
い
う
こ

と
」と
観
点
を
示
し
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
生
徒

が
グ
ル
ー
プ
で
実
験
や
議
論
を
行
い
ま
す
。
そ

し
て
最
後
に「
実
証
性
・
再
現
性
・
客
観
性
を

大
事
に
で
き
た
か
」を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
ふ
り
返

り
、自
分
と
メ
ン
バ
ー
を
評
価
し
ま
す（
※
⑥
）。

須
藤
情　

生
徒
自
身
の「
評
価
す
る
能
力
」を

あ
げ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、

そ
こ
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

石
川
理　

そ
う
、生
徒
た
ち
は
、最
初
は
自
分

の
評
価
を
甘
く
し
た
り
、友
達
の
評
価
を
高
く

し
た
り
す
る
ん
で
す
よ
ね
。そ
の
点
に
つ
い
て
は
、

シ
ー
ト
に
私
の
評
価
と
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
す
る
と

で
、さ
ま
ざ
ま
な
教
科
の
話
題
も
か
ら
め
る
こ

と
で
、生
徒
が
各
教
科
を
身
近
に
感
じ
た
り
、

「
物
事
は
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
」と
実

感
で
き
た
り
す
る
と
い
い
で
す
よ
ね
。

吉
田
社　

数
学
は
、実
社
会
で
役
立
て
よ
う
と

学
ぶ
人
も
い
ま
す
が
、単
純
に
謎
に
迫
る
の
が

お
も
し
ろ
く
て
学
ぶ
人
も
多
い
と
思
う
ん
で
す
。

例
え
ば
、2
、３
、5
、７
…
…
と
続
く
素
数
に

規
則
性
が
あ
る
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
そ
う
で

す
が
、そ
の
解
明
に
燃
え
て
い
る
人
は
、お
そ
ら

く
実
社
会
へ
の
貢
献
は
考
え
て
い
な
い（
笑
）。

で
も
、素
数
の
組
み
合
わ
せ
は
ネ
ッ
ト
の
暗
号

化
技
術
に
使
わ
れ
て
い
て
、も
し
素
数
の
謎
が

数
学
で
解
明
さ
れ
た
ら
、ネ
ッ
ト
の
暗
号
化
が

破
綻
す
る
ほ
ど
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
。数
学

の
そ
ん
な
魅
力
は
社
会
科
で
も
話
し
て
い
ま
す
。

浅
野
美　

ア
ー
ト
に
は
、表
現
す
る
こ
と
で
社

会
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
も
の
を
「
見
え
る

化
」す
る
力
が
あ
る
、と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、

学
習
―
―
例
え
ば「
歴
史
問
題
を
抱
え
る
日

韓
で
共
同
の
教
科
書
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」と
い

う
課
題
に
取
り
組
ん
だ
時
、生
徒
の
活
動
や
、

成
果
物
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
、な
か
な
か
難

し
く
て
。先
生
方
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

浅
野
美　

作
品
制
作
で
は
、吉
田
先
生
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
、授
業
の
評
価
基
準
、い
わ
ゆ
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク（
※
⑤
）を
つ
く
っ
て
生
徒
に
最
初

に
渡
し
て
い
ま
す
。「
イ
メ
ー
ジ
を
２
つ
重
ね
合

わ
せ
て
お
も
し
ろ
い
も
の
を
つ
く
る
戦
略
点
」と
、

「
そ
れ
が
作
品
と
し
て
人
に
伝
わ
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
点
」で
み
る
よ
、

と
い
っ
た
具
合
に
。
基
準
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

と
、生
徒
も「
先
生
が
主
観
で
評
価
し
て
い
る
」

と
は
思
わ
な
く
な
り
ま
す
。た
だ
、そ
れ
だ
け
で

は
収
ま
ら
な
い
部
分
は
や
は
り
あ
っ
て
、地
域
と

協
働
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
は「
ど
う
評

価
す
れ
ば
？
」と
い
う
状
態
で
す
（
笑
）。
そ
の

な
か
で
一つ
感
じ
て
い
る
の
は
、学
校
の
評
価
と

は
別
に
、地
域
の
人
の
コ
メ
ン
ト
や
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

な
ど
、外
部
か
ら
の
評
価
も
、生
徒
に
気
づ
き
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
大
い
に
も
た
ら
す
こ
と
で
す
。

須
藤
情　

情
報
の
授
業
で
も
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
つ
く
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、外
部

講
師
な
ど
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
や
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
さ
ん
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
る
と
、

生
徒
の
や
る
気
が
増
し
ま
す
。
生
徒
が
つ
く
っ

た
サ
イ
ト
は
文
化
祭
で
発
表
す
る
の
で
す
が
、

来
場
者
の
反
応
も
い
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。「
こ

の
ペ
ー
ジ
は
ク
リ
ッ
ク
数
が
多
い
の
に
、こ
っ
ち
の

ペ
ー
ジ
は
見
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」と
か
。
外
部

の
評
価
、リ
ア
ル
な
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
増

え
る
と
、学
び
に
対
す
る
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

リフクレションとは自己内省のこと。授業で習ったことや授業中の活動を、生徒が自分でふ
り返ると、さまざまな気づきを得ることができる。学習内容で理解できていなかったところがわ
かる、「積極的に動けなかった」「チームで協力できなかった」など自分の課題が見つかる、と
いった具合に。その気づきによって、生徒は自分でさらに学んでいけるので、アクティブラー
ニングにおいても、ふり返りは重要だと言われている。ワークシートや自由記述によるふり返
り、対話によるふり返りなどさまざまなやり方がある。

ふり返り／リフレクション
学習において「何を学ぶのか」「その学びをどこまで深めれば、どのレベルに到達したと判断
されるのか」を見えるようにした評価基準。浅野先生の授業例でいえば、「色彩計画」「和
紙の貼り付け」などが今回の作品制作で「学ぶこと」となり、「未提出は0点」「何も考えず
に色彩を選んだら2点」「色の選択はよいが色彩効果が足りないと5点」などと示された基
準が「学習の到達レベル」となる。生徒からすれば何を目指せばいいかがはっきりし、自分
の力量にあわせて、学習の到達レベルを上げることに挑戦できる。

ルーブリック

ワークでは、ほかの先生の記述に触発されて、付箋を書き足す場面も

何を（青の付箋）何のために（黄色の付箋）学んでほしいかを全体で共有

⑥ ⑤
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り
ま
す
よ
ね（
※
⑦
）。
形
成
的
評
価
を
す
る

に
は
、活
動
の
ロ
グ
、つ
ま
り
は
学
習
記
録
を
取

っ
て
確
認
し
、生
徒
の
よ
い
点
や
勘
違
い
に
即
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
点
で
、i
P
a
d
な
ど
を
う
ま
く
使
え
ば

個
々
の
学
習
を
記
録
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ぼ

く
は
そ
こ
に
I
C
T
の
活
用
の
よ
さ
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
。
自
分
の
授
業
で
は
、最
後
に

生
徒
が
毎
回
、学
習
の
ふ
り
返
り
の
た
め
の
プ

リ
ン
ト
も
記
入
し
ま
す
。

三
原
数　

ぼ
く
の
場
合
は
、１
〜
２
週
間
に
１

回
、生
徒
の
ノ
ー
ト
を
集
め
て
、生
徒
が
何
を

考
え
な
が
ら
学
ん
だ
か
を
み
て
い
ま
す
。ノ
ー
ト

は
好
き
な
よ
う
に
書
け
ば
い
い
、と
し
て
い
る
の

で
、落
書
き
帳
で
提
出
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

学
習
プ
ロ
セ
ス
を
見
る
た
め
の
記
録
と
し
て
は
、

あ
ま
り
枠
を
決
め
ず
、生
徒
が
自
由
に
書
け
る

も
の
が
い
い
か
な
あ
、と
考
え
て
い
ま
す
。

山
崎
国　

問
題
は
、そ
う
し
た
学
習
記
録
を
、

形
成
的
評
価
と
し
て
ど
う
使
う
か
で
す
よ
ね
。

高
橋
英　

学
習
記
録
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を

返
す
、と
い
う
形
で
評
価
し
て
い
ま
す
。あ
と
は

生
徒
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
点
を
次
の

授
業
で
補
足
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
成
績

に
つ
い
て
は
、残
念
な
が
ら
今
は
試
験
で
し
か
つ

け
ら
れ
な
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
田
社　

自
分
の
授
業
で
も
、最
後
に
生
徒
が

コ
ン
セ
プ
ト
マ
ッ
プ
コ
メ
ン
ト
と
い
う
の
を
書
く

の
で
す
が
、そ
れ
に
つ
い
て
は
コ
メ
ン
ト
を
返
す

形
で
評
価
し
、成
績
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

ほ
う
が
生
徒
が
萎
縮
せ
ず
に
書
け
る
か
ら
で
す
。

形
成
的
評
価
で
重
要
な
こ
と
は
、成
績
に
入
れ

な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
、と
モ
ヤ
モ
ヤ
し
な
が
ら
帰
り
た
い
で
す
。

吉
田
社　

授
業
の
こ
と
は
同
じ
教
科
の
先
生

と
話
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、本
日
、違
う

教
科
の
先
生
方
に「
う
ん
、う
ん
」と
納
得
や
共

感
を
し
て
も
ら
え
た
内
容
が
、「
教
科
に
共
通

す
る
学
び
」に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、教

科
と
い
う
文
脈
を
抜
き
に
し
て
、問
題
解
決
能

力
な
ど
を
高
め
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、ぼ
く
は

そ
こ
は
疑
問
な
ん
で
す
。
例
え
ば「
コ
ン
ビ
ニ
が

値
下
げ
せ
ず
に
定
価
で
売
る
の
は
な
ぜ
か
」「
ア

メ
リ
カ
の
コ
ン
ビ
ニ
の
形
態
が
日
本
と
異
な
る

の
は
な
ぜ
か
」と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
時
、社

会
科
で
学
ぶ
経
済
や
地
域
の
特
色
を
理
解
し

て
い
な
い
と
、う
ま
く
思
考
を
高
め
ら
れ
な
い

と
思
う
の
で
す
。教
科
を
越
え
て
共
有
で
き
る

も
の
を
探
る
一
方
で
、同
時
に
教
科
の
固
有
性

に
も
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

山
崎
国　

生
徒
に
何
を
学
ん
で
ほ
し
い
か
を

考
え
る
時
、私
た
ち
は
い
わ
ゆ
る「
知
識
」と
、

思
考
力
な
ど
の「
能
力
」を
、分
け
て
考
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、科
学
的
な
見
方

を
す
る
に
は
科
学
の
知
識
も
必
要
に
な
る
な

ど
、実
際
は「
知
識
」と「
能
力
」は
切
り
離
せ
ず
、

相
互
作
用
的
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
だ
と
私
も

感
じ
ま
し
た
。
知
識
と
能
力
の
関
連
性
も
含

め
て
、吉
田
先
生
が
言
わ
れ
た
「
こ
の
教
科
で

し
か
で
き
な
い
こ
と
」を
考
え
る
こ
と
も
重
要

で
す
ね
。と
は
い
え
、生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
た

め
の
し
か
け
や
、教
室
内
で
の
関
係
づ
く
り
、評

価
の
工
夫
な
ど
、教
科
を
越
え
て
共
有
で
き
た

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
授
業
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
徒
も
実
証
性
や
再
現
性
と
は
何
か
が
わ
か
っ

て
き
て
、３
回
目
ぐ
ら
い
に
は
、生
徒
の
自
己

評
価
と
相
互
評
価
、私
の
評
価
が
ほ
ぼ
一
致
し

て
く
る
の
で
す
。
評
価
と
は
誰
か
を
責
め
る
こ

と
で
は
な
く
、お
互
い
を
高
め
あ
う
た
め
に
行

う
も
の
だ
、と
も
理
解
し
て
い
き
ま
す
。

山
崎
国　

評
価
は
人
間
関
係
に
左
右
さ
れ
が

ち
で
す
が
、相
手
へ
の
感
情
と
意
見
を
切
り
離

し
て
考
え
る
な
ど
、そ
こ
を
乗
り
越
え
た
も
の

の
見
方
を
、授
業
を
通
し
て
生
徒
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
大
き
い
で
す
ね
。
日
常
の
人
間
関

係
も
改
善
し
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

学
習
プ
ロ
セ
ス
を
み
る
た
め
に

記
録
を
取
り
、適
切
に
評
価
す
る

高
橋
英　

ぼ
く
も
生
徒
と
評
価
基
準
を
事
前

に
共
有
し
て
授
業
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、評

価
に
は
、形
成
的
評
価
と
総
括
的
評
価
が
あ

教
科
を
越
え
て
共
有
で
き
る
こ
と

こ
の
教
科
で
し
か
で
き
な
い
こ
と

高
橋
英　

こ
こ
ま
で
話
し
て
き
た
こ
と
と
い
う

の
は
、多
く
は
学
び
の
作
法
の
よ
う
な
こ
と
で
、

基
本
的
に
は
、教
科
は
関
係
な
く
、先
生
方
全

員
で
考
え
て
い
け
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
僕

は
そ
の
よ
う
に
、教
科
を
越
え
て
連
携
す
る
文

化
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
。

須
藤
情　

そ
の
連
携
す
る
文
化
を
つ
く
る
に
は
、

み
な
で
共
有
で
き
る
ツ
ー
ル
が
あ
る
と
い
い
の
か

な
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
う
ち
の
高
校
で
は
、情

報
の
授
業
で
、マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
と
い
う
思
考
ツ
ー

ル（
※
⑧
）を
使
い
、生
徒
が
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
可

視
化
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。
そ
の
ツ
ー
ル
を
、

ほ
か
の
先
生
が
国
語
の
授
業
や
進
路
指
導
で
も

活
用
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ん
で
す
。
私
は
、浅

野
先
生
が「
ア
ー
ト
も
ツ
ー
ル
の
一つ
」と
話
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
て
。思
考
ツ
ー
ル
、

I
C
T
、ア
ー
ト
な
ど
、生
徒
が
学
び
た
い
時
や

社
会
と
か
か
わ
り
た
い
時
に
使
え
る
ツ
ー
ル
、要
は

「
生
徒
が
使
い
た
い
時
に
使
え
る
ツ
ー
ル
」を
先

生
方
と
協
力
し
て
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
生
徒
は
、自
分
が
欲
し
い
ツ
ー
ル
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
科
の
な
か
か
ら
自
分
で
も
探
し

た
り
生
み
出
す
よ
う
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

三
原
数　

今
日
は
、い
ろ
い
ろ
な
教
科
の
先
生

方
か
ら
数
学
に
つ
な
が
る
話
を
ふ
っ
て
い
た
だ

け
た
の
で
す
が
、で
は
自
分
の
授
業
で
、ほ
か
の

教
科
の
学
び
を
生
か
せ
る
場
を
つ
く
れ
て
い
る

か
と
い
う
と
、あ
ま
り
手
を
出
せ
て
い
な
い
、と

思
い
ま
し
た
。
数
学
か
ら
は
ほ
か
の
教
科
に
ど

う
つ
な
げ
て
い
け
る
だ
ろ
う
、そ
こ
が
課
題
だ

個人またはみなで物事を考える時に、その思考の手助けをしてくれるツール。紙に書いた軸
や、チャート図、樹形図、付箋などを頼りに、考える方向性を定めたり、情報を比較したり、分
類したり、関連づけたりする。ベン図やXチャート図、マインドマップやKJ法など、さまざまな思
考ツールがある。問題解決型学習や探究活動では、考えることや情報を分析することが重
要になるが、どこから手をつければいいかわからない生徒は多い。思考ツールは、そうした生
徒が「考えるプロセス」を学んでいく一助となる。

思考ツール
学期末テストや作品の提出で、生徒が何をどれほど学んだか、全体を見渡すのが総括的
評価。一方、毎授業の小テストやふり返り、コンスタントなノートの提出などで、生徒が物事
を理解したり何かを形づくったりするその過程に、方向性のずれや、すばらしい点がないか
みることを、形成的評価という。形成的評価でこまめにフィードバックをしていくと、生徒は自
分の勘違いやよかったところに早めに気づけるので、学びを深めやすくなる。また、教師の
ほうも、生徒たちの学びの進度に合わせて、授業計画を修正していける。

形成的評価と総括的評価

ある先生の発言に、ほかの先生たちが強い共感を示す場面も多く見られた

⑧ ⑦
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